
Techno.05 地中レーダ探査

地中レーダ探査とは、地中あるいは構造物内部の埋設物や空洞、鉄筋、配筋な
どを正確に把握できる探査技術です。多彩な周波数帯域と数多くの探査装置を
用い、実用的で幅広い用途に利用されております。

◆ 環境にやさしい探査技術です

非開削の探査技術です

対象物の材質を選びません

高精度の探査が可能です

高速でデータを収集します

⦿ 試験掘りに比べCO²は発生量を92％削減できます
⦿ 交通渋滞、騒音等が発生せずに埋設物の正確な位置を把握できます

⦿ 金属管・非金属管の他に空洞、異物も探査できます

⦿ 探査深度は土質にもよりますが、最高深度で2.5ｍ程度可能です

⦿ 高速でデータ収集できるのでコスト削減できます



◆ 探査原理（電磁誘導法）
電磁誘導法は、発信器から埋設管に数百Ｈｚ〜２００ＫＨｚの交流電流を直接または、
間接的に流し、埋設管に発生する磁界を受信器にて検出し埋設管の位置及び深度を測
定するものである。

（１）直接法
金属埋設物に直接接続して信号電流を送信する方法。
（特徴）
・金属埋設物に使用する。
・周辺埋設物の影響を受けにくく、測定対象の特定が可能
である。

・多条管の測定でも信号電流を送信した管路だけを測定出
来る。
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（２）間接法
地上の送信器より地中に磁界を発生させ、地中の金属埋設物
もしくはメタルケーブルに生じる二次磁界により探査する方
法。
（特徴）
・金属埋設物もしくはメタルケーブルに使用する。
・送信器を金属埋設物もしくはメタルケーブルが想定される
位置に置き、測定する。

・簡易に測定ができるが、確実な探査はできない。
（管路が輻輳している場所では特に注意が必要）

（３）ソンデ法
小型発信器（ソンデ）を非金属埋設管に通し、その位置を
探査する方法。
（特徴）
・非金属管に使用する。（金属管では電磁遮断現象により
使用できない）

・他の埋設物の影響を受けないため探査精度が高い。
・発信器は必要ない。
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（４）外磁コイル法
電話、電気ケーブルの露出部（電柱立上り部、マンホール
配電盤等）にコイルをセットし、ケーブル内部の導体に
信号電流を送信する方法。
（特徴）
・埋設ケーブルに使用する。
・金属管の中に収容されているケーブルでも探査可能。
・多条管の測定でも、信号電流を送信したケーブルだけを
測定できる。
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（５）通線法
空管路にロケーティングロッドを挿入し、そのロッドに信号
電流を送信する方法。
（特徴）
・直接接続出来ない空管路に使用する。
・多条管の測定でも信号電流を送信したロッドの管だけを
測定できる。
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◇埋設物に誘導磁界を発生させる方法
により５種類の方法に分類される。
（１）直接法 （２）間接法
（３）ソンデ法 （４）外磁コイル法
（５）通線法

◇電磁誘導法の特徴
（１）面的調査ができ線形が把握できる
（２）埋設企業を特定できる
（３）技術的な熟練を要さない



◆ 探査原理（電磁波法）

電磁波法は、電磁波をアンテナから地中に向けて放射し、その電磁波が土と電気的性
質の異なる物質、たとえば埋設管、空洞、地下水などの反射物体との境界面で反射さ
れ、再び地表に出て地表近くに置いた受信アンテナに到達するまでの時間から、反射
物体までの距離（深さ）を計り、アンテナを地表面で移動することにより、水平位置
を測定するものである。

◇地中レーダ移動による反射波の形状
送信アンテナから発射される電磁波は４５°
方向に広がってでているため、埋設管の直上
にない状態でも反射信号を受信する。但し埋
設管の直上の時に比べ反射信号の受信に時間
がかかるため、反射信号が三日月型（双曲線
状）の信号になる。

◇電磁波法の特徴
管種を問わず探査できる。
周辺の影響を受けにくい。
技術と経験を要す。

◇探査精度
探査可能深度：2.50ｍ（対象物の管径や

土質により変動）
探 査 精 度 ：平面位置 ±10cm以内

深度方向 ±10％以内

◇空洞調査も可能
埋設管探査と同様に電磁波が土と異なる物
質の境界面で反射した信号を探知すること
から空洞（空気）も同様の原理で探査が可
能である。

− 振幅 ＋埋設管からの反射信号

受信反射波の形状

地中レーダの走行



◆ 探査事例

◇下水道管の設計に伴う事前調査として、地中レーダ等を利用し地下埋設物探査を行った。

★地中レーダ及び電磁誘導法を併用し
既設の埋設管の調査を行った。

◇ＮＴＴ管路の横断図・縦断図作成に伴い、地中レーダ等を利用し地下埋設物探査を行った。

★地中レーダ及び電磁誘導法を併用し
既設の埋設管の調査を行い縦断測量
を行った。

◇埋設管上部の空洞状況確認に伴い、地中レーダを利用し空洞探査を行った。

★地中レーダを利用し、埋設管上部の
空洞調査を行った。



測量・設計・調査
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◆安全の取組み

◆使用機器

◆当社実績

◇電磁誘導法探査機（ｹｰﾌﾞﾙﾛｹｰﾀｰvLoc3-Pro）VIVAXMETROTECH社製 ◇地中レーダ探査機（iｴｽﾊﾟｰ･R）

【ＫＹ活動実施】 【安全帽・チョッキ】

【交通誘導員の配置】

【熱中症対策】

【コロナ対策】

◇2022年度
下水道設計関係 探査⻑：386.0ｍ
通信設備関係 探査箇所：147箇所
空洞調査関係 探査箇所：19箇所

◇2021年度
下水道設計関係 探査⻑：157.0ｍ
通信設備関係 探査箇所：148箇所
空洞調査関係 探査箇所：12箇所

◇2020年度
下水道設計関係 探査⻑：178.0ｍ
通信設備関係 探査箇所：278箇所
空洞調査関係 探査箇所：54箇所

アイレック技建株式会社製VIVAXMETROTECH
社製

【道路使用取得】

エスパー探査協会加盟




